
普

通

預

金

六

厘

(

一
座
上
げ
〉

通

知

預

金

七

厘

会

)

(
日
本
輸
出
銀
行
、
日
本
開
発
銀
行
の
助
言
)

日
本
輸
出
銀
行
は
木
年
二
月
、
日
本
開
発
銀
行
は
五
月
夫
々
発
足
を
み
た
が
、
輸
出
銀
行
は

八
月
末
現
在
払
込
済
資
本
金
五
、

0
0
0百
万
円
に
対
し
融
資
残
高
は
電
気
機
械
、
繊
維
機

械
、
車
輔
、
船
舶
等
を
中
心
に
回
、

二一
五
百
万
円
と
漸
〈
軌
道
に
乗
っ
た
形
で
あ
る
。
一
方

日
本
開
発
銀
行
は
八
月
末
現
在
払
込
済
資
本
金
五
、

0
0
0百
万
円
と
な
っ
て
い
る
が
、
と
の

中
二
、
五

O
O百
万
円
は
八
月
末
近
く
払
込
ま
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
た
め
融
資
残
高
も

て
六
八
王
百
万
円
に
止
っ
て
い
る
。
然
し
乍
ら
開
業
以
来
長
期
資
金
不
足
を
反
映
し
て
同
行

に
対
す
る
申
込
額
は
約
二
百
七
十
億
円
の
多
舎
に
述
し
て
お
り
、
資
金
不
足
か
ら
到
底
之
等
の

郁
袈
を
満
し
う
る
も
の
で
な
〈
、
今
後
の
政
府
出
資
及
び
復
興
金
融
金
庫
の
債
権
債
務
京
継
に

よ
る
元
利
金
回
収
受
入
が
同
行
の
迎
営
を
決
定
す
る
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

日
歩

〆'/ 

七、

通

貨

〈
銀
行
券
五
十
」
ハ
億
円
の
発
行
超
過
U

前
記
の
如
〈
、
財
政
資
金
は
対
民
間
で
は
大
幅
の
引
揚
超
過
と
な
り
、
一
方
日
本
銀
行
の
対

市
中
貸
出
は
輸
入
物
資
引
取
資
金
そ
の
他
盆
資
金
等
・季
節
的
資
金
需
要
等
も
加
わ
っ
た
為
、
財

政
引
場
を
上
廻
る
増
加
を
示
し
た
為
、
銀
行
券
の
面
に
於
い
て
は
五
、
六
七
九
百
万
円
と
前
月

に
引
続
き
若
干
の
増
加
を
示
し
た
。

八
、
特
殊
事
項

(
日
英
新
支
払
協
定
の
調
印
)

去
る
五
月
以
来
三
ヶ
月
聞
に
亙
っ
て
折
衝
せ
ら
れ
て
き
た
日
英
新
支
払
協
定
は
λ
月
一
二
十

一

日
漸
く
正
式
調
印
を
み
る
に
至
っ
た
。
本
協
定
の
特
色
と
す
る
処
を
挙
げ
れ
ば
附
い
わ
ゆ
る
ド

ル
・
ク
ロ
ー
ズ
の
規
定
(
日
本
が
対
跡
地
域
貿
易
で
山
趨
と
な
り
、
一
定
額
以
上
の
務
残
高
が

累
積
し
た
場
合
に
は
こ
れ
を
弗
に
交
挽
す
る
L

耐
求
権
を
規
定
し
た
も
の
)
が
撤
廃
せ
ら
れ
た
こ

と
、
例
英
国
の
為
替
管
却
活
上
双
務
勘
定
国
の
取
扱
を
う
け
る
こ
と
に
は
変
り
が
な
い
が
、
振

替
可
能
勘
定
固
と
の
聞
に
は
英
間
銀
行
の
向
動
的
許
可
に
よ
り
、

一
部
の
双
務
勘
定
岡
と
の
聞

に
は
同
銀
行
の
個
別
許
可
に
よ
り
、
相
手
間
の
同
意
さ
え
あ
れ
ば
碗
支
払
が
認
め
ら
れ
、
蹄
貨

に
よ
る
多
角
決
済
の
範
囲
が
拡
大
せ
ら
れ
た
こ
と
、

ω刊
日
本
の
時
残
高
が
異
常
に
累
積
す
る
こ

国

内

経

務

調

査

(
上
)
昭
和
二
十
六
年
九
月

と
を
防
止
す
る
た
め
日
英
合
同
審
議
会
を
設
け
随
時
貿
易
為
替
事
情
を
検
討
す
る
こ
と
、
仲
香

港
は
旧
協
定
で
は
除
外
せ
ら
れ
、
弗
建
オ
ー
プ
ン
勘
定
決
済
が
行
わ
れ
て
い
た
が、

今
回
こ
れ

を
新
支
払
協
定
中
に
含
め
萌
貨
で
決
済
す
る
こ
と
L

せ
ら
れ
た
こ
と
、
榊
協
定
の
有
効
期
聞
は

調
印
の
白
か
ら
一

ヶ
年
と
し
、
ご
一ヶ
月
の
事
前
通
告
に
よ
っ
て
何
時
で
も
廃
棄
で
き
る
こ
と
等

で
あ
る
。

新
協
定
の
最
も
大
き
な
特
徴
は
い
う
ま
で
も
な
く
従
来
対
鴎
地
域
輸
出
の
仲
張
を
阻
害
し
て

い
た
ド
ル

・
ク
ロ

ー
ズ
の
撤
廃
で
あ
っ
て
、
と
れ
に
よ
っ
て
今
後
輸
出
の
増
大
が
期
待
せ
ら
れ

て
い
る
。
然
し
反
面
重
要
物
資
の
輸
入
に
つ
い
て
は
、
生
ゴ
ム
、

羊
毛
等
を
除
く
と
岡
地
域
の

輸
出
余
力
は
比
峨
的
少
い
と
み
ら
れ
て
お
り
、
従
っ
て
消
栂
的
ド
ル
ド
ラ
イ
ブ
と
し
て
の
食

縮
、
約
花
、
鉄
鉱
石
、
強
粘
結
炭
等
の
弗
地
域
か
ら
萌
地
域
へ
の
輸
入
先
転
換
が
ど
の
純
度
述

成
で
・
ぎ
る
か
懸
念
せ
ら
れ
、
今
後
の
成
行
が
注
目
せ
ら
れ
て
い
る
。

な
お
日
英
支
払
協
定
の
妥
結
に
伴
い
従
来
総
司
令
部
の
管
理
し
て
い
た
鴎
資
金
は
十
月
一
円

の
残
高
を
以
て
日
本
政
府
に
移
管
さ
れ
る
と
と
L
な
り
、

λ
月
三
十
一
日
総
司
令
部
と
日
本
政

府
と
の
聞
で
引
継
書
の
調
印
が
行
わ
れ
た
。
更
に
同
日
総
司
令
部
か
ら
講
和
後
効
力
を
発
生
す

ベ
倉
金
融
、
貿
易
協
定
の
吏
渉
、
締
結
権
の
委
譲
も
行
わ
れ
た
。
と
の
措
置
は
す
で
に
臼
独
、

日
英
支
払
協
定
締
結
に
お
い
て
例
外
的
に
認
め
ら
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
今
後

に
亘
っ
て
正
式
に
京
認
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

昭
和
二
十
六
年
九
月

園
内
経
済
概
観

て

概

況

二
、
生

産電
力
事
情
の
恐
化
か
ら
生
産
概
し
て
不
振
|
|
動
力
事
情
一
段
と
悪
化
す

三
、
貿

易

四
三
三



経

済

情

勢

調

査

内

そ

の

一、J

輸
出
入
実
績
は
な
お
低
調
な
る
も
、
輸
出
契
約
は
前
月
に
引
続
き
好
転
l
l特
需

契
約
高
は
著
増
|
|
外
国
為
替
は
受
払
共
に
減
少
、
収
支
尻
は
依
然
受
超

l
!中

共
地
域
向
け
輸
出
許
可
維
の

一
部
日
本
政
府
へ
委
譲

四
、
商
況
、
物
価
、
賃
銀

商
況
は
識
維
品
を
中
心
に
一
段
と
活
況
|
|
物
価
指
数
更
に
上
昇
|
|
実
質
賃
銀

は
下
落
1
l
B
株
式
市
場
好
況
を
持
続

i
i投
資
信
託
の
応
募
好
調

五
、
財
政
、
金
融

財
政
資
金
の
受
入
超
過
傾
著
減
|
|
見
返
資
金
に
よ
る
同
僚
買
入
実
施
||
外
闘

為
替
資
金
の
資
金
繰
逼
迫
|

|
金
融
情
勢
軒
千
緩
和
を
示
す
l
l
H本
銀
行
公
定

歩
合
の
引
上

六

、

通

貨
銀
行
券
十
六
億
円
の
発
行
超
過

l
!
第
二
・
四
半
則
末
の
発
行
高
は
四
千
百
六
十

三
億
円

一
、
概

況

木
月
九
日
の
議
継
に
於
け
る
誹
和
条
約
の
調
印
に
伴
い
、
貿
易
、
航
海
そ
の
他
経
済
上
の
諸

制
限
の
打
開
、
国
際
経
済
関
係
諸
機
桝
へ
の
参
加
等
明
る
い
面
が
期
待
さ
れ
る
一
方
、
外
債
処

理
、
連
合
国
財
産
柿
伯
、
賠
償
支
払
並
び
に
安
全
保
障
、
園
内
治
安
強
化
等
に
基
ず
く
財
政
及

び
国
際
収
支
面
の
新
た
な
負
担
が
今
後
長
刷
に
亙
っ
て
我
国
経
怖
に
説
せ
ら
れ
る
に
至
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
我
国
経
済
の
現
状
を
見
る
に
、
電
力
不
足
に
よ
る
生
産
の
顕
打
ち
傾
向
が
本
月

に
入
っ
て
特
に
顕
著
と
な
り
、
又
外
航
船
の
不
足
、
鉄
鋼
制
梢
の
制
高
等
も
至
急
打
聞
を
要
す

べ
き
問
題
と
な
っ
て
回
り
、
貿
易
面
に
於
い
て
も
前
月
末
以
来
海
外
よ
り
の
引
合
は
活
液
化
し

て
来
て
は
い
る
が
主
と
し
て
側
格
関
係
か
ら
輸
出
は
な
お
不
振
を
脱
し
て
い
な
い
。
か
く
し
て

部
和
後
の
自
立
経
済
の
維
持
に
は
多
大
の
知
力
企
.m寓
す
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。

二
、
生

産

(旬
力
事
情
の
題
化
か
ら
生
産
概
し
て
不
振
)

当
月
の
生
産
は
鉱
業
、
繊
純
工
業
に
お
い
て
上
昇
を
み
た
の
み
で
、
そ
の
他
部
門
は
出
水
と

石
炭
事
情
逼
迫
と
に
よ
る
電
力
の
著
し
い
不
振
を
主
因
と
し
て
軒
並
に
減
産
を
示
し
、
鉱
工
業

四
三
四

生
産
指
数
は
更
に
下
降
カ
1
プ
を
辿
っ
て
二
ニ
六

・
四
と
前
月
比
三
・
八
銘
の
下
落
と
な
っ

た。
業
種
別
の
生
産
状
況
を
み
る
に
当
月
減
産
の
甚
し
か
っ
た
も
の
は
、
飲
料
食
糧
〈
前
月
比
一

九
銘
滅
)
、
印
刷
(
同
一

O
劣
減
)
及
び
金
属
(
同
七

・
五
銘
減
)
で
あ
り
、
飲
料
食
糧
の
低
落
は

前
月
の
季
節
的
増
産
の
反
動
と
み
ら
れ
る
が
金
属
及
印
刷
の
減
産
は
主
と
し
て
電
力
不
足
を
映

じ
た
も
の
で
あ
り
金
属
の
中
で
は
電
炉
銑
、
電
炉
鋼
、
電
気
E
鉛
の
激
減
(
二
割
乃
至
三
削
減
)

が
特
に
目
立
っ
て
い
る
。
機
械
工
業
も
動
力
事
情
の
影
響
を
受
け
前
月
に
比
し
て
は
三
%
、

前
々
月
に
比
し
て
は
六

・
六
%
の
減
産
で
る
っ
た
。
電
力
依
存
度
の
最
も
高
い
化
修
工
業
は
電

力
の
読
点
配
分
や
自
家
発
電
の
活
用
な
ど
に
よ
っ
て
当
月
の
生
産
は
総
体
と
し
て
は
前
月
比

一
・
五
%
の
微
減
に
止
ま
っ
た
が
、

す
で
に
前
月
の
生
産
が
前
々
月
に
比
し
九
%
の
棋
胞
と
な

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
悩
力
不
足
が
化
学
工
業
生
・
涯
の
低
制
を
資
し
て
い
る
こ
と
は
否
定
出

来
な
い
。
こ
れ
ら
に
対
し
当
初
可
成
り
滅
障
が
予
惣
さ
れ
た
繊
維
工
業
が
む
し
ろ
悶
%
方
刷
産

を
示
し
た
こ
と
が
注
伺
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
繊
維
工
業
に
お
い
て
は
電
力
不
足
は
概
ね
自
家
発

電
設
備
の
動
員
で
カ
バ
ー
し
、
季
節
外
れ
の
麻
物
を
除
き
各
品
種
共
部
裂
の
立
ち
直
り
を
反
映

し
て
生
産
回
程
が
み
ら
れ
、
就
中
生
糸
、

毛
織
物
、
人
絹
ス
フ
織
物
な
ど
の
生
産
が
好
調
で
制

糸
、
綿
織
物
も
亦
操
業
率
の
低
下
に
も
拘
ら
ず
設
備
拡
充
の
効
果
現
わ
れ
、
哨
産
に
転
じ
た
。

文
電
力
消
資
本
の
低
い
窯
業
は
ほ
ど
前
月
と
同
水
準
を
維
持
し
、
セ
メ
ン
ト
の
如
き
は
む
し
ろ

増
産
を
示
し
た
。

布
の
知
〈
当
月
の
生
ぃ
肱
低
下
に
は
泣
力
不
振
の
影
響
蔽
い
難
い
も
の
が
み
ら
れ
今
後
動
力
事

備
が
吏
に
悪
化
す
れ
ば
生
産
へ
の
恕
影
響
は
一
層
拡
大
す
る
も
の
と
琵
隙
せ
ら
れ
て
い
る
。

(
動
力
事
情
-
段
と
感
化
す
)

ま
ず
唱
力
事
情
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
渇
水
の
た
め
当
月
の
出
水
率
は
七
八
銘
(
七
月
一
一

一二
%
、
八
月
九
六

・
八

%
)
と
著
し
く
低
下
、
加
う
る
に
石
炭
不
足
の
た
め
水
力
発
電
の
不
振

を
火
力
発
地
で
補
う
こ
と
が
で
き
ず
、
発
沼
市
力
訟
は
三
、
0
0
0宵
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
に
迷

せ
ず
、

前
月
比

一
一
・
凹
%
の
減
少
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
当
月
六
日
つ
い
に
北
海
道
、
四

回
、
九
州
な
脈
〈
企
地
域
に
対
し
悩
気
前
給
制
蚊
規
則
に
弘
〈
悩
力
使
用
制
限
が
発
動
さ
れ
、

①
不
安
一小
勉
地
気
(
六

O
Oワ
ッ
ト
以
上
の
大
型
悩
熱
端
、
ネ
オ
ン
サ
イ
ン
、
広
告
鍛
な
ど
〉
の

使
用
禁
止
、
@
市
気
使
用
時
間
の
制
限
、
@
大
口
需
要
者
(
五

0
0キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
以
上
)
の
使



用
電
力
量
の
制
限
(
七
月
使
用
量
の
一
!
一
一
一
割
節
減
)
等
の
措
置
が
と
ら
れ
た
。

次
に
石
炭
事
情
を
み
れ
ば
、
当
月
の
出
炭
は
一
二
、
六
八
三
千
ト
ン
と
可
成
り
の
高
水
準
を
維

持
し
た
が
、
電
力
用
炭
の
大
幅
増
加
を
は
じ
め
民
業
用
、
援
房
用
炭
の
需
要
強
〈
、
荷
渡
総
量

は
出
炭
一組
を
二
一
一
一一
千
ト
ン
も
上
廻
る
状
況
で
、
貯
炭
の
大
幅
払
出
を
招
き
、
月
末
総
貯
炭

は
て

0
・七

O
千
ト
ン
と
更
に
減
少
の

一
途
を
辿
り
市
場
操
作
に
ま
す
ま
す
困
難
な
感
ぜ
し
め

る
に
至
っ
た
。
か
L

る
石
炭
需
給
不
均
術
の
深
化
に
よ
り
今
後
電
力
用
政
伸
明
緊
急
縮
製
の
僅
先

般
保
の
た
め
に
は
-
般
産
業
用
炭
の
あ
る
程
度
の
削
減
も
避
け
難
い
も
の
と
み
ら
れ
政
府
の
石

炭
対
策
の
成
行
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

=

一

、

貿

易

〈
輸
出
入
実
績
は
な
お
低
調
な
る
も
、
輸
出
契
約
は
前
月
に
引
続
き
好
転
)

月
中
の
貿
易
実
績
は
大
蔵
省
の
速
報
数
字
に
よ
れ
ば
、
輸
出
は
三
月
以
降
の
成
約
不
援
を
反

映
し
て
九
五
百
万
弗
と
前
月
同
様
(
前
月
総
司
令
部
調
実
績
九
四
百
万
弗
)
の
低
制
を
示
し
て
お

り
(
三

l
七
月
頃
は
月
中
一
二

O
百
万
弗
前
後
)
、
又
輸
入
も
同
様
の
理
由
か
ら
一
四
一
百
万
弗

と
前
月
(
総
司
令
部
制
実
績
一
九
二
百
万
拘
)
よ
り
更
に
五
一
百
万
邦
減
退
し
輸
出
入
共
に
規
模

の
縮
小
し
つ
L
あ
る
こ
と
が
注
目
せ
ら
れ
る
。

然
し
乍
ら
か
L

る
実
績
の
不
振
に
対
し
て
輸
出
契
約
面
で
は
附
逐
月
低
落
を
統
け
て
い
た
わ

が
国
の
輸
出
価
格
が
略
ミ
安
定
し
、
一
部
は
反
騰
を
示
し
て
い
る
こ
左
、
例
日
英
支
払
協
定
の

更
新
に
よ
っ
て
磁
地
域
か
ら
の
引
合
が
増
大
し
始
め
た
こ
と
等
に
よ
っ
て
八
月
以
降
増
加
傾
向

に
転
じ
当
月
も
前
月
を
更
に
上
廻
る
成
約
耐
を
示
し
た
模
様
で
あ
る
。
特
に
世
界
的
事
鉱
体
制

の
進
捗
を
反
映
し
て
鉄
鋼
の
輸
出
契
約
隔
は
著
し
〈
増
惜
し
、
七
月
の
四
四
千
噸
に
対
し
て
、

八
月
一

一
明
八
千
噸
、
九
月
一

三
八
千
噸
と
上
舛
を
示
し
て
い
る
。
次
に
輸
入
興
約
は
内
外
価
指

の
上
昇
気
配
と
、
四
月
以
降
の
買
控
え
に
よ
る
在
陣
量
の
減
少
等
に
よ
っ
て
業
者
の
輸
入
意
慾

は
重
要
原
材
料
の
買
付
を
中
心
に
若
干
積
極
性
を
み
せ
て
き
た
が
、
国
際
情
鈎
の
先
行
見
避
難

と
資
金
繰
逼
迫
か
ら
全
般
的
に
は
な
お
警
戒
心
も
強
く
、
引
続
き
低
調
裡
に
止
ま
っ
て
い
る
。

こ
の
た
め
七
|
九
月
の
外
国
為
替
予
算
の
実
施
状
況
は
公
表
額
五
三
九
百
万
弗
に
対
し
九
月
末

の
外
貨
使
用
未
認
額
は
三
七

一
百
万
仰
と
前
者
の
六
九
%
に
過

F
ず
、
一
ー
一
一
一
月
予
算
の
九

五
%
に
対
し
て
は
勿
論
の
こ
と
、
四

l
六
月
予
算
の
七
六
%
を
も
下
姐
る
に
至
っ
て
い
る
。

圏
内
経
諦
調
査
(
上
む
昭
和
二
十
六
年
九
月

(
特
需
契
約
高
は
著
増
)

朝
鮮
休
戦
会
談
開
始
後
の
特
需
契
約
高
は
む
し
ろ
増
加
の
傾
向
を
示
L
当
月
も
サ
ー
ビ
ス
関

係
の
著
増
を
中
心
に
五
二
百
万
弗
と
動
乱
勃
発
直
後
に
近
い
巨
額
の
発
註
が
行
わ
れ
た
が
最
近

の
契
約
内
容
は
物
資
関
係
で
は
衣
料
品
、
セ
メ
ン
ト
、
木
材
、
車
輔
部
品
等
、
サ
ー
ビ
ス
関
係

で
は
向
動
車
修
理
等
が
中
心
を
な
し
て
お
り
、
民
生
安
定
並
び
に
戦
力
補
修
を
主
要
目
的
と
し

て
い
る
こ
と
が
矧
わ
れ
、
今
後
も
こ
れ
等
の
品
噺
な
中
心
に
相
当
量
の
発
慌
が
継
い
航
す
る
も
の

と
別
待
せ
ら
れ
て
い
る
。

(
外
国
為
替
は
受
払
共
に
減
少
、
収
支
民
は
依
然
受
超
〉

次
に
外
国
為
替
の
受
払
状
況
を
み
る
に
前
記
の
如
き
輸
出
実
績
の
不
振
を
反
映
し
て
輸
出
為

替
買
取
額
は
λ
六
百
万
弗
と
年
初
来
の
最
低
額
と
な
っ
た
の
に
加
え
、
貿
易
外
収
入
も
援
助
輸

入
立
替
金
の
補
填
激
減
(
月
中
五
百
万
弗
、
前
月
三
九
百
万
弗
〉
に
よ
っ
て
減
少
し
、
受
取
総
額

は
二
八
三
百
万
弗
と
前
月
比
五
七
百
万
弗
の
著
、
減
を
示
し
た
。
一
方
支
払
高
も
輸
入
の
不
振
か

ら
輸
入
為
替
の
外
貨
決
済
額
が
引
続
き
減
退
し
て
い
る
た
め
貿
易
外
支
払
を
含
め
て
も
一
一
一
七

百
万
卯
(
前
月

二
ハ
}
百
万
弗
〉
に
止
っ
た
。
か
く
て
外
岡
為
替
の
収
支
尻
は
、
前
月
の
受
起
六

O
百
万
仰
に
は
及
ば
な
か
っ
た
が
、
当
月
も
=
一
六
百
万
弗
の
受
取
超
過
を
示
し
た
。

(
中
共
地
域
向
け
輸
出
許
可
権
の
一
部
日
本
政
府
へ
委
譲
)

マ
カ
オ
、
香
港
向
の
輸
出
に
つ
い
て
は
総
司
令
部
の
許
可
を
必
要

従
来
中
共
地
区
、
北
鮮
、

わ
が
国
の
貿
易
管
理
の
自
主
性
を
一
一
周
促
進
す
る
た
め
九
月
十
五
日
以
降
そ

の
許
可
権
限
の
一
部
を
日
本
側
に
委
譲
し
、
綿
糸
布
、
人
絹
、
ス
フ
等
の
輸
出
に
つ
い
て
は
通

と
し
て
い
た
が
、

産
省
の
承
認
の
み
で
足
り
る
こ
と
L
な
っ
た
。
こ
れ
に
伴
い
通
産
省
で
は
附
右
地
域
向
の
綿
糸

布
の
輸
出
に
つ
い
て
は
差
し
当
り
石
炭
、
鉄
鉱
石
、
大
豆
、
組
等
の
緊
急
物
蹴
の
愉
入
を
見
返

り
と
す
る
求
償
貿
易
の
場
合
に
限
り
認
め
る
。
同
人
絹
、
ス
フ
等
に
つ
い
て
は
求
償
貿
易
の
他

現
金
決
済
(
原
則
と
し
て
弗
貨
)
に
よ
る
輸
出
を
も
認
め
る
等
の
輸
出
基
準
を
決
定
し
た
。

四
、
商
況
、
物
価
、
賃
銀

(
商
況
は
繊
維
口
聞
を
中
心
に
一
段
と
活
況
〉

前
月
下
何
朝
鮮
停
戦
斐
渉
伴
止
の
報
を
契
機
と
し
て
強
調
に
転
じ
た
前
況
は
越
月
後
も
引
続

き
括
気
を
岬
び
繊
維
品
を
中
心
と
し
て
価
絡
の
卜
ぃ
鮮
は

一
段
と
顕
著
な
も
の
が
み
ら
れ
た
。

岡
三
五



経

済

情

勢

調

査

(

そ

の

一、J

即
ち
繊
維
品
は
本
柑
的
な
秩
冬
も
の
L
需
要
則
に
入
っ
た
ほ
か
、
朝
鮮
停
戦
突
渉
の
行
悩
み

電
力
事
情
悪
化
に
伴
う
生
産
減
見
越
等
に
よ
る
思
惑
買
も
一
部
に
撞
顕
し
、
前
月
下
勾
に
引
続

き
当
月
上
伺
の
価
格
勝
賞
は
著
し
い
も
の
が
あ
り
、
中
匂
や
L
軟
化
し
た
が
下
勾
に
は
再
び
反

勝
し
た
。
か
く
て
前
月
下
何
よ
り
部
分
的
に
海
外
価
格
を
上
廻
り
つ
L
あ
っ
た
繊
維
類
の
国
内

原
糸
及
び
織
物
価
格
の
推
移

(
東
京
仲
間
取
引
値
〉

四
.一一六

価
格
は
当
月
は
ス
フ
糸
を
除
き
全
而
的
に
可
成
り
の
割
高
と
な
ゐ
に
歪
り
、
又
輸
出
価
格
も

か
L

る
関
内
側
柑
の
騰
勢
に
押
さ
れ
て
上
昇
を
示
し
た
。
最
近
の
由
内
価
格
の
推
移
を
み
る
と

次
の
通
り
で
あ
る
。

(
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な
お
当
月
ロ
ン
ド
ン
に
於
て
第
三
回
国
際
絹
業
会
議
が
開
催
さ
れ
生
糸
A
柿
二
一
中
一
一
封
皮

三
弗
八

O
仙
を
中
間
制
絡
と
し
て
そ
の
上
下
一

O
箔
の
範
囲
内
で
安
定
す
る
こ
と
が
勧
告
さ
れ

た
。
然
し
日
木
に
於
け
る
最
近
の
繭
価
か
ら
み
て
凹
州
二

O
仙
程
度
が
採
算
価
械
と
し
て
妥
当

な
水
準
と
み
ら
れ
て
お
り
海
外
相
場
の
突
掛
か
ら
も
同
勧
告
に
示
さ
れ
た
側
絡
に
よ
る
糸
川
安

定
は
実
現
悶
縦
視
さ
れ
て
い
る
。
勧
告
発
表
の
当
初
柚
浜
生
糸
市
場
は
}
一時
相
場
を
下
押
し
た

が
、
そ
の
後
間
も
な
く
従
来
の
水
準
に
回
復
し
た
。

次
に
金
廊
類
は
鉄
鋼
、
非
鉄
金
属
類
と
も
輸
出
の
好
転
か
ら
囲
内
相
場
も
和
三
強
制
を
示

し
、
又
肥
料
は
秩
肥
部
袈
則
に
入
り
商
内
活
港
、
相
場
も
漸
騰
を
呈
し
た
。
セ
メ
ン
ト
は
内
外

需
要
旺
盛
の
た
め
引
続
き
活
況
を
呈
し
、
石
炭
は
出
炭
の
好
訓
に
か
L

わ
ら
ず
需
要
肝
盛
の
た

め
品
薄
は
一
一
周
深
ま
り
価
格
も
強
調
を
持
続
し
て
い
る
。
そ
の
他
景
況
不
振
な
か
こ
っ
て
い
た

ゴ
ム
製
品
の
如
き
も
特
需
の
増
加
と
需
盟
加
を
迎
え
漸
く
活
気
を
帯
び
る
に
至
っ
た
。

小
売
市
況
は
吏
月
後
衣
料
品
を
は
じ
め
と
す
る
季
節
的
部
要
増
加
か
ら
苑
行
好
転
を
み
せ
て

は
い
る
が
、

一
般
消
費
者
の
買
気
は
依
然
慎
重
で
め
り
、
全
国
百
貨
居
の
総
売
上
高
(
七
、

二
九
百
万
円
)
は
前
月
比

一
・
一
%
増
を
示
す
に
止
ま
っ
た
。

〈
物
価
指
数
吏
に
上
円
升
)

五
月
以
降
湖
沼
を
続
け
て
来
た
東
京
卸
売
物
価
指
数
は
八
月
反
勝
(
前
月
比
二

・
四

%
)
に
転

じ
た
が
、
当
月
吏
に

一
・
}一
一
銘
(
内
生
産
財
一

・
五
潟
、
消
沈
財
0
・
九
%
)
上
昇
、
相
鮮
動
乱

以
降
に
お
け
る
地
高
崎
た
る
本
年
四
月
を

0
・
八
%
方
上
姐
っ
た
。
八
月
に
お
け
あ
指
数
上
昇

の
主
因
が
主
食
お
よ
び
電
力
料
金
の
公
側
引
上
げ
に
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
当
月
は
繊
維
矧
首

め
燃
料
、
挫
築
材
料
、
化
学
製
品
等
、
一
般
的
な
側
絡
の
勝
勢
が
指
数
上
昇
の
原
因
と
な
っ
て

い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
な
お
東
京
消
費
者
物
倒
指
数
も
前
月
に
比
し
こ

・
一
%
方
上
昇
し

た。
(
突
質
賃
銀
は
下
務
〉

賃
銀
は
六
月
賞
与
支
給
を
主
因
に
大
幅
上
昇
を
示
し
た
後
、
七
、

λ
月
共
賞
与
そ
の
他
臨
時



給
与
の
支
給
を
見
た
L
め
六
月
と
概
ね
同

一
水
準
を
持
続
、
九
月
に
は
臨
時
給
与
の
減
少
に
下

落
を
示
し
た
。
他
方
消
費
者
物
価
指
数
(
全
都
市
)
は
六

・
七
月
の
両
月
略
立
同
一
で
あ
っ
た

が
、
八
月
急
昇
を
示
し
、
九
月
も
前
月
並
の
水
準
を
持
し
た
。
こ
の
よ
う
な
事
情
を
映
じ
、
実

質
賃
銀
は
、
六
月
大
胴
上
昇
を
示
し
、
七
月
も
微
増
し
た
結
果
、
朝
鮮
動
乱
前
(
三
十

五

年

全
国
労
働
者
平
均
賃
銀
指
数

(

A
〉

全

都

市

消

費

者

物

価

指

数

(

B
〉

全
国
労
働
者
平
均
実
質
賃
銀
指
数

(
A一B
)

十

四
l
六
月
平
均
)
に
比
し
約
一
七
路
増
加
と
な
っ
て
い
た
が
、
八
・
九
月
に
は
前
月
に
比
し
そ

れ
ぞ
れ
八

・
五

%
、
五
・
閉
路
方
下
落
し
、
九
月
に
お
け
る
実
質
賃
銀
は
動
乱
前
と
略
ミ
同

一

水
準
を
示
す
に
至
っ
た
。

(
昭
和
二
十
五
年
四
|
六
月
日
一

O
O〉

一
二
十
六

年

一

一

一
|
三
月
一

一二
一
一二
一
一

一
一
ムハ
・
=
一
一

一
O
三
・
五

一

一
一
四
・
四

一

一一

八
・
一
一

一
O
一
・
七
一

0 二二
回一六

三三主l_rJ

七九九

二 二 七

i一一一I-=-
十

七五
!年

(
株
式
市
場
好
況
を
持
続
)

株
式
市
場
は
引
続
全
好
況
裡
に
あ
り
月
中
平
均
株
価
は

一
O
O円
台
よ
り
一

一
O
円
台
に
上

っ
て
前
月
よ
り
更
に
五

・
主
務
の
上
昇
を
示
し
た
。
又
取
引
高
も

一
層
の
増
加
を
み
せ
一
日
平

均
三
百
万
株
台
に
上
っ
た
。
こ
の
犠
な
市
況
の
勤
き
は
投
資
信
託
の
手
当
買
に
よ
る
市
場
流
通

株
の
減
少
に
加
え
て
、
国
定
資
産
再
評
価
に
伴
う
無
償
受
付
株
へ
の
期
待
、
高
率
配
当
の
見
透

し
等
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、

ζ
れ
と
共
に
今
後
の
経
済
の
動
向
に
対
す
る
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ

ン
的
な
気
構
え
も
一
般
に
距
胎
し
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

(
投
資
信
託
の
応
募
好
調
)

投
資
信
託
の
募
集
が
開
始
さ
れ
た
六
月
(中
伺
)
以
降
そ
の
消
化
は
予
想
以
上
に
順
調
で
、
四

大
証
券
会
社
の
み
に
つ
い
て
も
既
に
三
固
に
わ
た
り
六
O
億
円
の
設
定
を
終
え
、
之
に
近
〈
揃

額
締
切
を
予
測
さ
れ
る
分
を
加
え
れ
ば
突
に
一

O
O億
円
の
多
き
に
の
ぼ
る
と
と
L
な
る
。

第

一

回

各

社

五

抽

出

円

計

二

O
億
円
七
月
上
勾
締
切

第
二
回

，Y

A
r

予

七

月

下

伺

4

第

三

回

予

長

手

八

月

下

伺

タ

第
四
回

チ

一
O
億

円

計

四

O
億

円

十

月

中

勾

タ

予

定

右
の
如
含
投
資
信
託
の
伸
張
が
最
近
の
証
券
市
場
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
は
注

目
に
値
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
今
後
の
見
透
し
と
し
て
は
、
例
え
ば
、
最
近
に
於
る
株
価
の

圏

内

経

済

調

査

(

上

〉

昭

和
二
十
六
年
九
月

0 二三
七七六

九

円ヨ

l
l
L
¥
当

1

h
M
Vド

l
;
l

-

ノ

E
r

七

月

J¥ 

月

月

一
二
八
・
六

一
二
六
・
八

一
O
一
・四

上
昇
が
投
資
信
託
の
採
算
性
を
低
下
さ
せ
て
い
る
点
な
ど
も
あ
っ
て

一
概
に
楽
観
は
容
さ
れ
な

い
。
但
し
地
方
筋
な
ど
、
未
開
拓
の
分
野
も
あ
り
、
無
記
名
式
と
い
う
魅
力
も
あ
る
か
ら
、
な

お
今
後
の
伸
張
の
余
地
は
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

五、

財

政

、
金

融

〈
財
政
資
金
の
受
入
超
過
額
帯
減
)

当
月
の
財
政
資
金
の
対
民
間
現
金
収
支
尻
は
前
月
に
引
続
き
受
入
超
過
を
示
し
た
が
、
金
額

に
於
い
て
は
二
五
、
六
四
八
百
万
円
を
著
減
し
て
三、

O
五
O
百
万
円
の
少
舗
に
止
ま
っ
た
。

即
ち
一
般
会
計
に
於
て
は
見
る
ベ
会
支
出
が
な
か
っ
た
に
も
拘
ら
ず
、
受
入
面
で
は
租
税
収
入

の
一
服
に
加
え
、
葉
煙
草
収
貿
期
に
入
り
専
売
流
用
現
金
が
半
減
し
た
事
情
も
あ
っ
て
、
受
入

超
過
額
は
前
月
比

一
O
、

一
七
五
百
万
円
を
減
少
し
た
。
又
特
別
会
計
に
於
て
も
早
場
米
供
出

期
に
入
り
食
糧
買
入
代
金
の
支
払
が
増
加
し
、
文
日
銀
外
貨
貸
付
の
期
限
決
済
に
基
〈
外
国
為

替
資
金
の
受
入
が
減
少
し
た
ほ
か
、
国
鉄
も
例
月
を
上
廻
る
文
払
超
過
を
来
し
た
為
、
収
支
尻

は
支
払
超
過
額
を
噌
加
し
た
。

な
お
第
二
・
四
半
期
中
の
財
政
資
金
対
民
間
現
金
収
支
尻
を
、
通
計
す
れ
ば
三
二
、
二
五
四
百

万
円
の
受
入
超
過
で
あ
っ
て
、
前
年
同
期
に
比
し
五
、
八

一
九
百
万
円
を
増
加
し
た
が
、
前
期

に
比
較
す
れ
ば
問
=
一、
五
八

O
百
万
円
の
大
幅
減
少
と
な
る
。
当
期
に
於
い
て
は
日
銀
外
貨
貸

付
の
期
限
到
来
に
よ
っ
て
外
国
為
替
資
金
は
か
な
り
の
受
入
超
過
と
な
っ
た
が
前
期
相
当
の
受

四
=
一七



経

済

情

勢

調

査

円

ぞ

の

一
、-'

入
超
過
で
あ
っ
た
食
植
管
理
会
計
が
米
変
質
入
代
金
等
の
支
払
応
よ
っ
て
若
干
支
払
超
過
に
転

じ
た
為
、
租
税
収
入
の
季
節
的
減
少
と
相
候
っ
て
右
の
如
き
受
超
減
少
と
な
っ
た
訳
で
あ
る
。

(
見
返
賞
金
に
よ
る
国
債
貿
入
実
施
)

昨
年
度
予
算
に
計
ヒ
さ
れ
て
い
た
対
日
援
助
見
返
資
金
に
よ
る
国
債
償
還
〈
予
算
計
上
額
五

O
、
0
0
0百
万
円
)
は
朝
鮮
動
乱
後
の
財
政
金
融
事
情
の
変
化
に
伴
い
そ
の
実
施
を
見
送
ら
れ

て
き
た
が
、
当
月
に
至
り
国
債
償
還
に
替
え
日
本
銀
行
保
有
国
債
五

O
、
0
0
0百
万
円
〈
買

入
価
額
四
九
、
四
一
八
百
万
円
〉
の
賀
入
に
充
当
さ
れ
た
。

こ
の
た
め
余
裕
金
は
月
中
四
七
、

0
2一
八
百
万
円
を
減
少
、
月
末
残
高
は
三
六
、
五

一
四
何
万
円
と
な
っ
た
。

(
外
国
為
替
資
金
の
資
金
繰
逼
迫
)

特
需
関
係
外
国
為
替
の
買
取
が
好
調
で
あ
っ
た
に
も
拘
ら
ず

一
般
の
輸
出
為
替
の
買
取
が
不

振
で
あ
っ
た
た
め
、
外
国
為
替
資
金
の
支
払
は
前
月
並
で
あ
っ
た
が
、

一
方
輸
入
の
不
振
を
反

映
し
て
受
入
も
低
調
で
あ
っ
た
た
め
、
外
岡
為
替
資
金
の
資
金
繰
は
益
々
一
過
迫
し
当
月
も
一
般

会
計
よ
り
二

O
、

0
0
0百
万
円
の
綿
入
れ
合
受
け
て
不
足
資
金
全
補
填
し
た
。
附
し
て
こ
れ

に
よ
り
一

般
会
計
か
ら
の
繰
入
れ
は
予
算
縦
(
五

O
、
0
0
0百
万
円
)
に
達
し
た
が

一
時
借
入

金
も
既
に
限
度
〈
五

O
、
0
0
0百
万
円
〉
迄
使
用
済
と
な
っ
て
い
る
の
で
現
行
予
算
上
資
金
調

達
源
は
総
て
湘
渇
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

な
お
今
後
の
不
足
資
金
調
迷
方
法
と
し
て
は
予
算
の
補
正
に
よ
る
一
般
会
計
よ
り
の
掛
入
制

の
追
加
並
に

一
時
借
入
金
の
限
度
拡
張
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

(
金
融
情
勢
若
干
紐
和
を
示
す
〉

〈
t
国
銀
行
貸
出
は
月
中
六

O
、
五
九
九
百
万
円
の
増
加
と
前
月
(
五
七
、
九
二
九
百
万
円
)
を

更
に
上
廻
る
も
の
が
あ
り
、
一
方
外
貨
貸
付
の
町
に
於
け
る
貸
出
の
収
縮
が
か
な
り
減
少
(
前

月
比

一
五
、
一二
O
七
百
万
円
の
減
)
し
て
来
て
い
る
点
を
考
慮
す
れ
ば
当
月
に
於
け
る
実
質
的

な
資
金
供
給
の
増
加
は
顕
著
な
も
の
が
あ
っ
た
と
い
え
る
。

之
等
の
哨
加
は
外
貨
貸
付
の
切
替
に
よ
る
も
の
L
外
に
附
繭
、
原
糸
手
当
等
の
資
金
需
要
及

び
秩
冬
物
仕
入
資
金
等
の
季
節
的
要
資
も
巨
額
に
上
り
且
つ
次
に
述
べ
る
よ
う
に
m
m念
の
好
訓

に
よ
る
貸
付
の
一
般
的
仲
張
が
あ
っ
た
と
と
も
認
め
ら
れ
る
。

一
方
預
金
は
前
妃
の
如
ぐ
、
政
府
資
金
の
引
掛
超
過
が
少
傾
に
止
ま
っ
た
こ
と
、就
に
貸
出
榊

加
の
影
響
蜘
切
に
よ
り
例
月
に
比
較
し
て
著
し
い
桶
加
を
み
る
に
歪
っ
た
。

即
ち
当
月
ば
銀
行
及

四
三
八

び
事
業
会
社
の
期
末
・
決
算
期
に
あ
た
っ
た
関
係
か
ら
預
金
増
加
の
為
の
粉
飾
操
作
は
例
月
よ
り

箱
、
多
か
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
が、

こ
れ
ら
の
.
要
素
を
割
盤
し
た
実
質
的
預
金
に
つ
い
て

み
℃
も
そ
の
月
中
増
加
は
五
百
ご
十
億
円
見
当
と
前
月
の
約
二
百
九
十
億
円
を
大
幅
に
上
廻
っ

た。
右
の
如
〈
、
貸
出
の
仲
張
に
も
拘
ら
ず
預
金
の
増
勢
文
顕
著
で
あ
っ
た
た
め
、
市
中
銀
行
の

資
金
繰
り
は
さ
し
た
る
手
詰
ま
り
を
見
せ
ず
、

各
地
の
金
融
情
勢
は
ユ
ー
ザ
ン

ス
決
済
最
盛
時

に
比
較
す
れ
ば
繁
忙
基
調
乍
ら
若
干
緩
和
の
傾
き
が
窺
わ
れ
る
に
至
っ
た
。

日
本
銀
行
の
貸
出
面
か
ら
み
れ
ば
、
月
中
の
貸
出
は
久
、
五
一
主
百
万
円
の
糊
加
を
示
し
た

が
、
一
方
外
貨
貸
付
は
一
七
、
間
三
O
百
万
円
を
減
じ
て
い
る
為
、
突
質
的
な
日
本
銀
行
信
用

は
八
、
九

一
五
百
万
円
と
若
干
の
収
縮
を
み
る
に
至
っ
た
。

(
日
本
銀
行
公
定
歩
合
の
引
上
)

日
本
飢
行
公
定
歩
合
は
昭
和
二
十
三
年
七
月
の
改
訂
以
来
変
更
を
み
な
か
っ
た
が
、
今
回
金

利
体
系
の
正
常
化
を
す
L

め
る
た
め
一
一
律
に
二
回
方
引
上
を
行
う
こ
と
が
決
定
さ
れ
十
月
一
口

よ
り
尖
施
さ
れ
る
と
と
L

な
っ
た
。
戦
後
市
中
銀
行
の
貸
出
金
利
は
屡
次
引
上
を
み
た
の
に
対

し
、
日
本
銀
行
の
貸
出
利
率
は
主
と
し
て
高
率
適
用
制
度
の
強
化
に
よ
っ
て
そ
の
訓
監
が
図
ら

れ
て
来
た
が
、
今
後
の
財
政
金
融
市
の
新
た
な
る
情
勢
に
対
応
す
る
た
め
今
回
の
公
定
歩
合
引

上
の
措
世
が
と
ら
れ
た
も
の
で
め
る
。

な
お
右
公
定
歩
合
引
上
と
共
に
、
高
率
適
用
制
度
に
つ
い
て
も
、
市
中
銀
行
の
自
己
資
本

額
、
M
銀
よ
り
の
借
入
金
残
高
等
な
加
味
し
、
高
率
適
用
貸
出
の
現
状
に
適
う
よ
う
改
正
が
行

わ
れ
、
十
月
十
五
日
よ
り
災
施
に
移
さ
れ
る
こ
と
L
な
っ
た
。

六
、
通

貨

(
銀
行
券
十
六
億
円
の
発
行
超
過
)

前
記
の
・
如
く
、
財
政
資
金
の
対
民
間
引
揚
超
過
は
少
額
に
止
ま
っ
た
が
、
日
本
銀
行
の
対
市

中
信
用
は
当
月
も
若
干
の
増
加
を
見
る
に
至
っ
た
為
、
日
木
銀
行
券
は
月
中
て
六
五
三
百
万

円
と
前
月
に
引
統
き
若
干
の
増
加
を
示
し
た
。

(第
=
・
四
半
期
末
の
発
行
高
は
凶
千
百
六
十
三
億
円
)

か
ぐ
て
第
二

・
阻
半
期
に
於
け
る
日
本
銀
行
券
は
少
撤
乍
ら
辿
月
発
行
超
過
を
統
け
て
八
、

六
五
四
百
万
円
を
増
加
し
た
が
、
こ
れ
は
財
政
資
金
が
引
場
超
過
と
な
っ
た
反
而、

巨
額
の
輸



人
物
資
引
取
資
金
需
要
等
に
よ
り
日
本
銀
行
の
対
叩
中
貸
出
が
財
政
資
金
の
引
揚
超
過
額
を

t

姐
る
に
豆
っ
た
為
で
、
期
末
の
銀
行
券
発
行
高
は
四
一
六
、
士
一
主
九
百
万
円
と
な
っ
た
。

昭
和
二
十
六
年
十
月

図
内
経
済
概
観

生 概

況産

生
産
は
前
月
と
同
水
準
を
示
す
il
t動
力
事
情
通
月
し
て
は
前
月
水
準
を
維
持

一二

、

食

糧
政
府
主
食
統
制
の
撤
廃
を
準
備
i
|
供
出
は
愛
好
調
、
米
不
振

問
、
貿

.臼例

輸
出
実
績
は
若
干
好
転
の
兆
、
輸
入
実
績
は
依
然
低
調
|
|
輸
出
契
約
は
概
ね
良

好
な
る
も
繊
維
品
は
仲
悩
み
、
輸
入
契
約
に
漸
〈
増
加
の
棋
様
|
|
特
需
の
発
註

は
前
月
に
比
し
て
半
減
l
l外
国
為
替
収
支
は
大
幅
の
受
取
超
過

1
!鴎
残
高
の

増
勢
著
し
l
l十
l
十
二
月
の
外
国
為
替
予
算
の
内
容

丘
、
商
況
、
物
価、

賃
銀

繊
維
、
鉄
鋼
類
の
市
況
再
び
軟
鋼
、
石
炭
、
セ
メ
ン
ト
等
は
引
続
き
活
況
||
不

渡
手
形
の
発
生
増
加
|
|
物
価
指
数
は
微
勝
|
|
賃
銀
支
払
や
や
増
大
l
l株
式

市
況
更
に
好
況
を
呈
せ
る
も
月
末
に
は
軟
化
に
転
ず

六
、
財
政
、
命
制

財
政
資
金
は
大
幅
支
払
超
過
に
転
ず
l
l見
返
資
金
の
助
き
l
l
外
岡
為
替
資
金
'

の
資
命
線
一
時
緩
和
す
|
|
昭
和
二
十
六
年
度
補
正
予
算
架
の
概
要
||
政
府
資

金
撒
超
と
な
る
も
金
融
情
勢
は
な
お
繁
忙
を
脱
せ
ず
|
|
日
本
銀
行
外
国
為
替
貸

付
制
度
の
改
正
行
わ
る
ト
r
r最
近
の
起
債
市
場
の
動
向
・|
|
設
備
資
金
の
重
点
的

国

内

・経
済
調
査
〔
上
)
昭
和
二
十
六
年
十
月

供
給
要
望
さ
る

七
、
通

貨

銀
行
券
九
十
五
億
円
の
発
行
超
過

一
、
概

況

八
月
以
降
悪
化
の
一
途
を
辿
っ
て
来
た
電
力
事
情
は
木
月
降
雨
に
恵
ま
れ
、
加
々
好
転
を
示

し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
懸
念
さ
れ
て
い
た
生
産
へ
の
影
響
も
左
程
広
汎
に
は
及
ぱ
ず
、
生
産
会

休
と
し
て
は
略
々
前
月
な
み
の
水
準
を
示
し
た
。
物
価
は
、
食
糧
、
燃
料
等
は
相
当
の
勝
勢
を

示
し
一
般
的
に
は
イ
ン
フ
レ
基
調
が
拭
わ
れ
な
い
も
の
の
令
属
類
、
繊
維
品
等
制
倒
勤
乱
後
値

上
り
の
著
し
か
っ
た
部
門
に
於
て
は
依
然
低
調
で
あ
り
、
株
価
も
亦
、
今
春
来
の
脆
掛
か
ら
月

末
近
〈
修
正
安
に
反
転
し
た
。
か
〈
の
如
〈
、
経
済
全
般
の
足
取
り
は
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
的

基
調
の
な
か
に
も
、
部
分
的
に
は
こ
れ
に
反
対
の
現
象
が
相
当
に
見
受
け
ら
れ
特
に
不
渡
手
形

の
増
加
が
漸
次
顕
著
と
な
る
に
至
っ
た
。

右
の
如
き
複
雑
な
情
勢
に
当
前
し
て
、
明
年
度
予
算
特
に
そ
の
中
に
於
け
る
誹
和
関
係
費
並

び
に
財
政
金
融
一
般
に
つ
い
て
検
制
を
加
え
る
為
月
末
総
司
令
部
顧
問
と
し
て
ド
ツ
ジ
氏
の
四

度
目
の
来
朝
を
み
た
。
今
後
そ
の
勧
告
が
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
な
お
八
月
調
印
さ
れ

た
日
英
新
支
払
協
定
の
結
果
と
し
て
そ
の
後
の
我
国
務
残
高
の
累
積
、
香
港
経
由
貿
易
の
推
移

等
当
初
懸
念
さ
れ
て
い
た
影
響
が
漸
次
顕
現
す
る
に
至
っ
て
居
り
、
今
後
の
成
行
及
び
対
策
が

誌
目
さ
れ
る
。

一一、

生

産

(
生
産
は
前
月
と
同
水
準
を
示
す
)

上
何
の
著
し
い
電
力
事
情
の
悪
化
か
ら
生
産
は
前
月
よ
り
吏
に
減
退
が
予
想
さ
れ
た
に
も
拘

ら
ず
、
月
央
後
の
出
力
回
復
に
よ
り
当
月
の
生
産
は
月
中
を
通
じ
て
は
概
ね
前
月
水
準
を
維
持

し
、
鉱
工
業
生
産
指
数
は
、
一
三
七

・
一
(
昭
和
七
!
十
一
年
基
準
)
を
示
し
た。

業
種
別
の
生
・
必
状
況
を
み
れ
ば
、
前
月
七

・
玄
怒
と
大
綱
の
減
産
を
み
た
金
属
部
門
は
当
月

は
前
月
に
比
し
こ
・
九
銘
の
増
産
を
示
し
た
が
、
こ
れ
は
鉄
鋼
が
電
炉
関
係
は
引
統
含
減
産
乍

ら
総
量
で
は
前
月
よ
り
四
%
方
増
加
し
た
た
め
で
あ
っ
て
、
非
鉄
金
属
は
電
気
鉛
の
著
減
を
始

め
電
気
銅
、
ア
ル
ミ
ニ
ュ
ー
ム
も
前
月
よ
り
更
に
こ
|
三
鬼
の
減
産
と
な
っ
て
い
る
。
次
に
機

四
三
九


